
国民健康保険が変わります

⑦ ⑥

詳しくは
右ページを参照

　後期高齢者医療制度は、現行の老人保健制度に代わる医療制度です。これには75歳以上の全ての人と、一定
の障害がある65歳以上の人が加入します。
　今回、新たに税率や納付方法などが決まりました。

→

○新制度への変更に伴う加入手続きは不要です。た
　だし、障害認定を受けている人は、この制度に加
　入するかどうか選択できます。加入しない場合は、
　市町の窓口にご連絡ください。
○高額療養費や減額認定の申請などは、これまでど
　おり市町窓口で受け付けます。

加入手続きなどは不要

　保険料は加入者全員が払うようになります。現
在、健康保険組合などの社会保険の被扶養者である
人も、新しい制度では保険料を納めます。

保険料は一人一人が納付

　被保険者証は、平成20年３月末日までに、被
保険者に対して１人１枚ずつ郵送でお届けしま
す。

被保険者証は郵送でお届け

　保険料は、原則として年金から天引きされま
す（特別徴収）。ただし、年金額が年額18万円
未満の人、天引き額が介護保険料と合算で年金
受給額の２分の１を超える人などは、納付書
や口座振替で納付していただきます（普通徴
収）。
　また、保険料額は、特別徴収の場合は４月
（仮徴収分）と10月（本徴収分）に、普通徴収
の場合は７月にお知らせします。

納付方法は原則特別徴収

均等割額（年額） 所得割額
１人当たりの保険料

４万　４６７円
総所得金額　×　所得割率

７．14％

＋ ＝

〈保険料の軽減措置〉

世帯の総所得金額（被保険者と世帯主の所得の合計額） 均等割額

『33万円』以下の場合 ７割軽減〔年額1万2,140円〕

『33万円＋24.5万円×世帯の被保険者数※』以下の場合
※被保険者が世帯主の場合は世帯主である被保険者を除いた数 ５割軽減〔年額2万233円〕

『３３万円＋３５万円×世帯の被保険者数』以下の場合 ２割軽減〔年額3万2,373円〕

①所得の低い世帯の被保険者は、均等割が軽減

※ 基 準 と な る 額
は、税制改正など
で今後変更される
場合があります。

期　　　　　間 均等割額 所得割額

平成20年４月から平成20年９月まで 負担なし 負担なし

平成20年10月から平成21年３月まで １割を負担 負担なし

平成21年４月以降，制度加入時から２年経過するまでの間 ５割を負担※　 負担なし

制度加入時から２年経過した後 全額負担※ 所得に応じて負担

②健康保険組合などの被扶養者で保険料負担がなかった人は、期間限定の軽減措置が

※の部分は、①の低所得世帯で措置される均等割軽減の対象になります。

年金収入 均等割額 所得割額 年額保険料 年金収入 均等割額 所得割額 年額保険料

153 万円以下 1万2,140円 　　　 0円 1万2,140円
世帯主 153 万円 1万2,140円 　　　 0円 1万2,140円
世帯員  79 万円 1万2,140円  　　　0円 1万2,140円

200 万円 3万2,373円 3万3,558円 6万5,931円
世帯主 180 万円 2万　 233円 1万9,278円 3万9,511円
世帯員  79 万円 2万 　233円 　　　 0円 2万  233円

250 万円 4万　 467円 6万9,258円 10万9,725円
世帯主 200 万円 3万2,373円 3万3,558円 6万5,931円

世帯員  79 万円 3万2,373円  　　　0円 3万2,373円

〈年金収入のみの場合の保険料額具体例〉
被保険者１人の場合（表中の均等割額は軽減後の金額） 被保険者２人の場合（世帯員の年金収入を 79 万円として）

問保健医療課医療保険係
　　　☎（40）３２４７

　平成20年４月から、65歳以上の人の納付方法や退職者医療制度の対象者などに変更があります。大きな変

更点は次の６つです。 後期高齢者医療制度がスタート
平成20年４月から 問保健医療課医療保険係　　　☎（40）３２４７

　広島県後期高齢者医療広域連合　業務課業務係

　　　　　　　　　☎０８２（５０２）７８２２

　　　　　　　　　　　　法律上、国民健康保険への加入・脱退をしたときは 14 日以内に届け出る

　　　　　　　　　　　ことが義務付けられています。また、国民健康保険への加入・脱退は届け出

　　　　　日からではなく、実際に国民健康保険に加入・脱退した日からになります。加入・脱退し

たときは遅れないように手続きをしましょう。なお、社会保険などへ加入手続き中で、まだ保険証が

ない場合は、病院などの窓口で「手続き中」である旨をお伝えください。

脱退後に保険証を使用すると返還請求される場合が

　実際は社会保険などに加入しているのに届け出が遅くなり、手元にあった国民健康保険の保険証を

使って病院などで受診するケースがあります。この場合、本来社会保険などが負担する部分（原則医

療費の７割）を国民健康保険が肩代わりしていることになりますので、国民健康保険負担分を市が本

人へ返還請求することとなります。

届け出は
お早めに

　被保険者が納める保険料は、被保険者全員が均等に負担する「均等割
額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」を合計した額にな
ります。平成20年度と平成21年度の広島県内の市町の保険料率（均等割額
と所得割率）は、次のとおりです。～均等割と所得割で計算～

保険料率が決定

１

　
　義務教育就学前の子どもの自己負担額が

　２割に

　お医者さんにかかったときや薬局での

自己負担割合は、小学校入学前まで注２割に

なります。（現在は３歳未満が２割負担）

　注６歳になった日以降の最初の３月31日まで

２

　　75歳以上の人は後期高齢者医療制度へ加入

　　　　75歳以上の人は国民健康保険を脱退して、新たに後期高齢者医　

　療制度に加入します。（一定の障害がある65歳以上の人を含む）

　　退職者医療制度の対象者が65歳未満に

　　退職者医療制度の対象者が、会社な

　どを退職して国民健康保険に加入し、

　厚生年金などを受給している65歳未満の人

　注とその被扶養者になります。（現在は75

　歳未満の人とその被扶養者が対象）なお、

　65歳から74歳未満の人は、一般の国民健康

　保険に加入します。

　　注厚生年金、共済年金などで被保険者等

　　　だった期間が20年以上か、40歳以降に

　　　被保険者等になってからの期間が10年

　　　以上である人

６　　療養病床入院時の「食事・居住費」

　　　　　負担の対象年齢が65歳以上に

　　　　65歳以上の人が療養病床に入院すると、

　食事・居住費が自己負担となります。（現在は　

　70歳以上）

　　　　
　　65歳以上の人の国民健康保険税は

　　　　　　　　　　　年金から天引き

　　世帯内の国民健康保険加入者全員が、

　65歳から75歳未満の場合は、国民健康保険

　税が年金から天引きされます。（特別徴収

　・平成20年４月受給分の年金から）ただし

　次のような場合は天引きされません。今ま

　でと同じように、納付書か口座振替で納付

　していただきます。（普通徴収）

　　○世帯主が国民健康保険以外の健康保険

　　　に加入している場合

　　○世帯主が75歳になる年度

　　○年金受給額が年間18万円未満の場合

　　○介護保険料の天引きと合わせた額が、

　　　年金受給額の２分の１を超える場合

　　など

５

　　高額医療・高額介護合算制度が創設

　　世帯の中に介護保険の受給者がおり、

　国民健康保険と介護保険それぞれの高額

　医療等の自己負担限度額を適用した後に、世帯

　の年間自己負担注を合算して一定の限度額を超

　えた場合、申請すると限度額を超えた部分が支

　給されます。

　　注毎年８月１日から翌年７月31日までを期

　　　間として、期間後申請（期間途中での支給

　　　はなし）

　合算する場合の限度額（年間）

70歳未満の人 70～74歳の人

上位所得者………126万円
一般……………… 67万円
市民税非課税世帯 34万円

現役並み所得者…67万円
一般………………62万円
低所得者Ⅱ………31万円
低所得者Ⅰ………19万円

４
新規

新規

変更
３

変更

変更

新規


